
第１０章

フィリピンのろう教育とろうコミュニティの歴史

――マニラ地区を中心とした当事者主体の運動の形成と崩壊，復活――

森　壮 也

はじめに――障害コミュニティへの着目とフィリピンがおかれた

状況――

　開発途上国の障害者については，これまで支援する側から，あるいは国家

の社会福祉制度とのかかわりから描かれることが多かった（萩原［１９９５］，

［２００１］）。これらも「障害と開発」のなかで大事な視点ではあるが，同時に障

害者の問題を行政の視点からのみ描きがちであり，障害当事者の視点が欠け

がちとなるという問題がある。一方，すでに総論で述べたように障害当事者

という視点が「障害と開発」では重要なものとなる。これは障害者は当初か

ら何もできない人たちなのではなく，彼らを障害者としてしまう，あるいは

彼らに不利益をもたらす仕組みとしての社会に注目する「障害の社会モデル」

（�����������	
［１９９９］，星加［２００７］）から受けた重要な示唆である。そうした

観点から，フィリピンの当事者運動のうち，ろう者コミュニティの歴史とそ

の形成，崩壊，復活について取り上げ，そこから得られる示唆について述べ

ていくこととする。開発途上国の障害者コミュニティについては，資料的な

制約もあり，ほとんど学術的研究はまだなされていないといってよい。ろう

者社会についても西アフリカのろう教育についての記述である亀井［２００６］，

メキシコのユカタン半島のろう者の多い村についての記述である�������



［１９９１］，ブラジルのろう社会の成立を描いた������［２００３］，南アフリカの

アパルトヘイト期のろう社会についての�����������	
������［２００３］，台湾

の高雄にある私立ろう学校とその卒業生たちを描いた���［２００３］，ロシアの

ろう社会の変遷についての��������	
��

��������［２００３］，ニカラグァのサ

ンディニスタ革命後のろう者の変化を描いた�������［２００３］，ヴェトナムの

ろう者の言語とアイデンティティについての��������［２００３］，ナイジェリ

アへの西欧からのろう教育でのコミュニティの変遷についての���������

［２００３］，インドネシアのバリ島でみられたろう社会を記述した�������

［２００４］などがある程度である。開発途上国の手話については，������［２００６］

に代表されるような研究がみられるものの，障害当事者としてのろう者コ

ミュニティについて開発過程のなかで変遷について論じているものは，ニカ

ラグァのろう学校の設立と，それによるろう社会の成立を９年間のフィール

ド・スタディにより追跡した������［２００５］や��������［２００６］の日本の戦

後のろう者の社会運動についてのものとまだ数少ない。また，フィリピンに

ついての同様の研究は残念ながらまだない。フィリピンのろうの当事者団体

を中心とした研究グループにより����［２００５］がフィリピンのろう者の手

話や社会への入門的な資料として出されたのみである。本論はそうした隙間

を埋めようとする試みである。

　フィリピンは，台湾の南方に位置する１首都圏，１自治地域，１５地方，７９州

からなる７０００を超す島々でできた島嶼国家である。この島々の合計からなる

総面積は約３０万平方キロメートル，日本の約８割の国土である。一方の人口

は，２００５年の推計値は８５２０万人と日本の６割強である。

　フィリピンのろう社会のことを理解するにあたってフィリピンの社会一般

の知識について私たちが第１に理解しておかなければならないことは，この

国の多言語性である。公用語としてはフィリピーノ語（１）があり，ほかに英語

が用いられているが，フィリピーノ語（あるいはピリピノ語）の実態は北部ル

ソン島で話されているタガログ語といわれており，これがほかの地域でのこ

の言語の公用語化を妨げている。島嶼国家ということは，コミュニティが少
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なくとも島ごとに成立していた（２）ことを意味し，８０を超すといわれるフィリ

ピンの言語数（３）とその言語間の距離の大きさは，開発途上国で多くみられる

国家（�����）としての統一性の妨げとなってきた。我が国は明治以来，日本

語の成立を目指す教育体制やマス・メディアの普及により，こうした国家と

しての統一性を比較的大きな苦労なく成立しえた（４）ということで，ろうあ者

の福祉や政府による福祉支援を早くから可能にしえた基盤があったといえる。

こうした面でフィリピンがすでに初期的条件として我が国の恵まれた状況と

は異なり，かなり多難な条件を抱えていたことは，フィリピンのろう社会，

またろうあ運動を考える際に私たちが忘れてはならないことである。

　筆者のフィリピンのろう社会とのかかわりは，マルコスの独裁政権が崩壊

し，アキノ政権が誕生してまもない１９８８年ルネタ公園（５）のコーヒー・ショッ

プでのろう者店員と出会ったことから始まる。この公園の一角に今はなき全

フィリピンろうあ協会（�����������	

���
��������������
������）が運営するコー

ヒー・ショップがあり，フィリピン人店員がサービスをしていた。当時は，

筆者もフィリピンの手話についての知識も何もなく，身振り手振りでなんと

か意志が通じた程度であった。

　その後，世界ろうあ連盟（���）世界ろう者会議（６）が東京で開かれた折，

来日した２人のフィリピンろう青年と出会う機会があった。また同じ頃に日

本のろうあ者の当事者団体である全日本ろうあ連盟と国際協力機構（����）が

始めたプログラムで来日した���から来た研修生とも交流をもつ機会があっ

た。その後，１９９０年代に入ってふたたび，フィリピンに出向く機会があった

が，上記のルネタ公園のコーヒー・ショップは，ほとんど崩壊状態といって

よい状態になっていた。マルコス政権末期のフィリピンのおかれた危機的状

況はそのまま，当地のろう者の協会の窮状につながっていくが，実際にはさ

らに複雑な歴史がそこにはある。以下，まずはフィリピンのろう者の歴史の

あけぼの，ろう教育史の始まりの時期の状況について概観しておこう。
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第１節　フィリピンのろう教育前史――スペインとキリスト教

宣教師――

　フィリピンのろう者の歴史は，日本のそれと同様，ろう教育の歴史と重な

りあっている。このため，まずはろう教育の歴史について触れる。その後，

アメリカの占領によって始まったフィリピンの公教育の歴史と重ねながら，

ろう者の歴史を綴っていくことにする。またアメリカの占領期以前の歴史に

ついてわかっていることは，残念ながらほとんどない。１９００年以前のフィリ

ピンのろう者について知られているのは，わずか２つの事実である。

　ひとつは，１５８２年の６月，スペインの兵士ミゲール・デ・ロアルカ（�������

���������）による報告（������［１５８２］）である。ロアルカは，フィリピン諸

島（現在のヴィサヤ［������］諸島に相当）の先住民に関する記述のなかで，

「彼らのなかには，足が不自由なもの，不具のもの，耳の聞こえないものやお

しのものがいた」と書いている。この記述から，身体に障害のあるものは，

当時殺されていたのではないかと想定されている。また１６世紀の当時のこと

であるから，障害者についての理解もまた限られたものであったといわれて

いる。

　１６０４年にフィリピンに，チリーノ（�������）というイエズス会の神父が，デュ

ラック（�����）というところで，ふたりの唖者がフランシスコ・デ・オタコ

（���������	
�	�
���）によって洗礼を授けられたことを書き残している。彼ら

は，同地の副教区長であったラモン・デ・プラド（���������	
���）神父に

よって信仰教育を受けたが，プラド神父は彼らに手話で教えた（�������［１６０４］，

�������［１９３５��２５�３０］）という。
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第２節　アメリカの支配の開始と公教育の普及

　これに引き続く記録がみられるのは，１９０２年である。フィリピンでの教育

がアメリカ人によって再開され，比米戦争（７）が続くさなかのことである。ア

メリカに鎮圧された地域の兵士たちがボランティア教師として派遣され，学

習意欲のある子どもたちに教えた。フィリピン総督が民衆への一般教育を開

始したが，そうしたなか，１９０１年８月２３日，アメリカ軍の輸送船トーマス号

がマニラに約１４００人の教師をともなって到着した。４８名の教師がすでに２ヶ

月前に到着していたが，この船に乗っていた教師たちは，トーマサイトス

（����������）（８）と今もよばれている（��������	
���
�
���
�
�［１９９９］）。

　早くも１９０２年にろうと盲の子どもたちの教育についての記述が，教育監督

官フレッド・�・アトキンソン（���������	
��
��）による当時の公教育長官

バーナード・モーゼス（���������	
�
）への報告書で次のようにみられる。

「学校改革および，ろう，おし，盲のための学校の必要性について再度申し上

げておきたい」という記述である（����［１９４５］）。

　アトキンソンはろう学校の必要性について再度，注意を喚起するが，ろう

学校の設立は１９０７年になってようやく実現する。公教育担当官ディビッド・

�・バロウズ（���������	�

��
）博士が，特別調査を行い，マニラ地域に９２人，

また各地方には数千人のろうの人口がいることを明らかにした。バロウズ博

士は，アメリカで教師を探し，ディライト・ライス（��������	�
�）女史（９）を

フィリピンで最初のろう・盲者の教師として採用したが，このライス女史が

ろう･盲学校の校長となった。フィリピンのろう教育の歴史は，以後，この学

校の歴史と重なってくる。
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第３節　ろうの子どもたちを学校へ

　ろう･盲学校の教師がいても授業が始まるということにはすぐにはならな

い。マニラでは，教師たちも含めて，そうした教室は不要だと考えていた人

たちが多かった。さらに，当時は，親たちは障害をもつ子どもたちを隠して

いたが，それはそうした子どもたちは家族の汚点であり，天罰であるとすら

考えられていたからである。人々はそうした子どもたちを“���������	��”

（不愉快のもと）と考えていた。ライス女史は，ろうの子どもたちをあちこち探

し出さなければならなかったし，親たちにこうした子どもたちのきちんとし

た教育が利益になることを説いて回らなければならなかった。

　１９０７年の最初の年には，やっとのことで３人の生徒を集めることができた

という。ひとりめは，セルジオ・パパ（��������	
	）で，アルバイ（�����）

地方の出身の１５歳であったが，短期間しか在学しなかった。セルジオは，発

話，読唇，授業科目，また大工仕事の一部の教育を受けた。２番目の生徒は，パ

ウラ・フェリザルド（����������	�
��）で５歳，マニラ近郊に住んでいた。両

親にパウラを学校にやらせる許可を得るために，ライス女史は彼女の父親を

洗濯係として雇った。これによって父親は娘の面倒をみることができた。パ

ウラは利発な才能を発揮し，教育を受けた後に，ライス女史とともに辺鄙な

地方に出向き，ろうの子どもがいるといわれている家に行って，両親にきち

んとした教育が意味のあるものであることを自ら示した。ゆっくりとした歩

みではあったが，こうして親たちはろうの子どもたちへの教育を受け入れる

ようになっていった（����［１９４５��２６４�２６７��３１６��３３７�３３８��３７４］）。

　教室は当初，マニラにあるフィリピンの地域の学校の一教室を借りて設け

られた。１年以内に，カレ・メルカード（�����������	
）の７つ部屋の家を

借りることとなった。寮の部屋，食堂，ライス女史のための一角，教室にす

るために仕切りが設けられた。第２期が始まる頃には，学校は１３人の男の子

と女の子，５歳から１８歳までの子どもたちが在学するようになり，すぐに生徒
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が９人増えた。

　学校はますます大きくなり，カール・レアル（����������）のもっと大きな

建物を借りることになった。１９１０年には，川べりのマレコンドライブ

（��������	
���）にある古い工場の建物を改装して，ろう・盲学校とした。こ

の頃には在籍児童数も１９人となり「なんとか世話の行き届く上限の人数」

（����［１９１４��２９４］）までになった。

第４節　学校で教えられたことと教育方法

　学校ができた当初は，公立学校で用いられているのと同じ学習内容に「作

文，指文字，発語，その他の体育」を組み合わせたものであった。教育の目

的は「子どもたちを幸せに，そして自立させること」（����［１９１４��４３］）に

あった（１０）。

　第２期に在学した生徒のひとりが，ペドロ・サントス（��������	
��，７歳）

であるが，のちに彼はギャローデット大学（１１）の高等部に入り，マニラに帰っ

てきて，ろう・盲学校の教師となった（１２）。１９１２年には，パウラとペドロといっ

た明らかにスター格の生徒がいたが，この２人がどれだけ学校にいたのか，

またこのほかの普通の生徒がどのくらいの間，学校にいたのかは，わかって

いない（����［１９１２］）。学校ですべての子どもたちを受け入れられなかった理

由のひとつに寮のスペースの問題がある。１９１２年時点の生徒の平均年齢は９

歳，同年の少なくともあるひとつのクラスについては，生徒数は８人だった

という。

　ライス女史は手話法で教えていたが，学校では口話法も一部試みられてお

り，女史が１９１６年に一時帰国していた間にアメリカの口話法のクラスを見学

した後には，口語法のクラスも正式に設けられた。実のところ，この学校の

目的は児童を口話法で教えることにあり，こうした方法が役に立たない時を

のぞいて口話法で教え，役に立たない場合には，手話法で教えるというやり
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方であった。しかし，アメリカから口話法の専門教師が１９２３年にやってくる

までは，この地での口話法は，あまり成功したとはいえない状況であったの

は明らかである。

　学校の初期の頃には，子どもたちは朝の６時に起床，８時まで日課をする。

１日のほとんどの時間は，学業や職業訓練の勉強のために使われる。４時半

からはレクの時間で，その後，夕食となる。７時から７時半までが勉強の時

間で，７時半に就寝といった感じである。

第５節　黎明期のフィリピンろう・盲学校

　教育担当スタッフがいつ増えたのかについては，データがなく，わからな

いが，１９１２年の時点では校長と４人のフィリピン人スタッフがいた。ライス

女史の両親もフィリピンにやってきて，父親が教えていた記録がある。１９１８

年には「学校には多くの先生方がおり，以前よりもずっと仕事はうまくいく

ようになっていた」（���������［１９１８］）という。また学校は１９１９年には，寮

の食事のために農園に加えて豚の飼育も始め，一部自給自足できるようにも

なっていた。この頃には，ろうの子どもたちのためにボーイスカウト第２団

が組織されていた。第１団は，フィリピンにいるアメリカの公務員の師弟の

ために作られたものであった（１�）。

　寮の部屋のスペースがなく，当時は，教育の場が必要なろうと盲の子ども

たちをすべて受け入れることはできなかったともいう（１４）。政府（１５）との間で

の長期にわたる交渉尽力の後に，１９２１年に合計２６万ペソが２階建てコンク

リートの学校の建物のために割り当てられた（１６）。パサイ市������ハリソン通

り１０９９番地（のちに，２６２０番地と住居表示変更された）の２ヘクタールの土地が，

匿名のアメリカ人婦人から学校に寄付された。同地は，マニラ郊外の住宅地

域にあり，ポロ・クラブと道路を挟んではす向かいで，マニラ湾からは１ブ

ロックしか離れていない。しかし，この建物を使えるようになったのは，よ
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うやく１９２３年になってからのことであった。

　ライス女史のいた間に，学校のプログラムは規模の面でも重要性の面でも

成長していった。生徒数も３人から，８０人近い規模にまでなった。ろうの生

徒たちのために特別にデザインされた学校の建物という長い間暖めていた夢

も現実となった。ろう教育のパイオニアであるライス女史にも，同校の仕事

をほかの人たちに譲る時期が迫っていた（１７）。１９２３年に新しい建物ができる

と，ライス女史は辞任し，アメリカ合衆国へと帰国したのである。この時ま

での期間，１９０７年から１９２３年までのライス女史が貢献した時期は，フィリピ

ンのろう学校の黎明期といえよう。

第６節　フィリピンろう者協会の創設と第２次世界大戦

　　　　――日本の占領下でのろう学校の破壊と復興――

　この後，ろう・盲学校では，アメリカの強い影響の下での教育が，アメリ

カへの教師派遣研修なども行われながら，第２次大戦まで続いていく。その

間，１９２６年に，小林［１９９９］でも述べられている通り，戦術の創立時の生徒

のひとりであるペドロ・サントスが，新しくフィリピンろうあ協会（�����������

�����������	�
	���	
��
�	��
）を創設，その初代会長に就任する（１８）。���の目

的は，フィリピンのろう学校の混合指導法（１９）を支援すること，成人のための

英語クラスを運営すること，雇用主たちにろう者には何ができるのかについ

て知らしめること，聴者にろう者について知らしめること，地域のろう者協

会を支援すること，である。１９５３年以降は，リチャード・サンチョ・ウェス

ト（��������	�
�����
��）が会長に就任したという記録が残っている（��������

［１９５９］）。

　しかしまもなく，フィリピンは第２次世界大戦に飲み込まれることとなる。

第２次世界大戦のさなかには，日本軍のマニラ占領（２０）があり，フィリピンろ

う学校の校舎もまずは，傷病兵のための病院としてその一部が使用されたと
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いう。戦時中の教育は十分にはなされたとはいえず，のちにすぐに校舎は日

本軍によって接収され，軍のオフィス，また住居区として用いられた。校舎

のなかにあった，戦前にマニラ・ロータリー・クラブから寄贈された聴能訓

練機器のような機材や学校設備に注意が払われることもなかった。第２次世

界大戦のマニラでの戦いや，日本軍による撤退前の政府関係のほとんどすべ

てといってよいビルの破壊により，学校は大きな被害を受けたという。

　アメリカ軍によるマニラ解放により，学校の建物は，今度はアメリカ軍に

よって接収された。壁，床，配管設備の一部は修繕されたが，一時的なとり

あえずのものでしかなかった。学校のすべての記録，歴史的な資料，教材，

設備といったものがこの戦争によって失われた（２１）。

　その後，学校設備の回復，寄付によるさまざまな教材の整備等を経て，学

校は少しずつ戦前の状態を取り戻し，軌道に乗りはじめた。１９５５年の７月に

は，リセリア・�・ソリアーノ（���������	�
������）博士によって指導された

２週間の会議がフィリピンろう・盲学校で開催され，教師，生徒の親，教育

担当省の担当官らが手を携えて学校の問題を考え，その改善について話し

合った。この会議で，生徒達の学習水準が低いままに止まっていることも指

摘された。平均的な生徒は，第１学年で約３年を過ごし，第２学年で２～３

年を過ごしていた。また多くの生徒達が１０代に達してから学校にやってくる

状況やこのために卒業せずに落ちこぼれていくという問題も明らかになった。

この解決策として，第１学年に入る前に１年間の予備学年を設けること，ま

た小学校のプログラムを１０から７に減らすことが決定された。ただ，この決

定のもうひとつの隠れた理由として，学校が財政的危機に直面していたとい

うこともある。当時の公立学校のほとんどは，同様に小学校のカリキュラム

から２年分を落としていた。フィリピンろう・盲学校も例外ではいられな

かったのである。
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第７節　���の再建

　１９６１年９月５日にライス女史が，フィリピンを再訪した。この時，３００人あ

まりの生徒や同窓会の人たちが彼女をフィリピン国際空港に出迎えた。彼女

の滞在中（２２），フィリピン政府歴史的遺産委員会（��������	
���
��	�����	��	��

������������	��
���
	��	�）が，１９６１年の１２月２２日，フィリピンろう・盲学校

の入り口で，次のような銘板の除幕式を催した。その銘板には次のように書

かれている。

ろう・盲学校

（１９０７）

フィリピンにおける障害者のための先駆的学校。

教育相David Barrows博士によって立案され，本校校長（１９０７-１９２３）デリア

・ディライト・ライス（Delia Delight Rice）女史によって設立された。パサ

イ市の現在地に１９２３年６月に移転するまでは，マニラ市にあった。

フィリピンにおけるろう教育・盲教育の指導的教育機関

　戦後の復興のなかでろう学校の再建も進み，このような形で同窓会の集ま

りももたれるようになっていった。また再建されたろう学校のなかで育った

子どもたちを中心にフィリピンのろう社会が育っていった。第７章，第９章

の記述にもあるようにどの時代でもどの世界でも，ろう学校は，ろう者の社

会の中心であり，それを育む母体である。マニラ首都圏には，現在，���の

みでなく，１９７２年設立の��������	
�
�
���
��
�������（ヴァレンズエラ）や１９７４

年に設立された���������	
����	
��������	���	���	����（ケソン・シティ）等の

ろう学校がある。

　前節で述べたようにこれらの学校を母体にして成立したろう者の当事者団
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体であるろうあ協会は，戦前は，縫製部門やサリサリ・ストア（２３）経営部門も

もつ会社形式の自立的な団体であった。戦後は１９５０年に戦後賠償や大マニ

ラ・コミュニティ基金（���������	
������
�����	���
�	����������������	�
�

����）からの支援を受けて再建され，印刷所と印刷訓練センターを開所した。

また翌年には，サリサリ・ストアの再建，木工品店の開店も果たして，事務

所をマニラ首都圏内のサンタ・クルーズからサン・ファンに移転している。こ

の頃，保育園と成人識字教室も開設している。１９５６年に証券取引委員会から

再認可を受け，法人格を取得した（２４）。

第８節　���の苦闘と崩壊

　しかしながら，１９５７年に入ると，理事会に聴者メンバーの受け入れが始ま

り，１９６０年には最初の聴者の理事長が誕生した。また１９６９年には，先に述べ

たルネタ公園を管理している����（フィリピン公園開発委員会）のテオドロ・

�・ヴォレンシア（�����������	�
���
�）の支援で，同公園にコーヒー・ショッ

プをマルコス大統領夫人の出席のもと，オープンさせている。さらに１９７０年

には，トータル・コミュニケーションや手話のセミナーも開始された。そし

て１９７３年に，事務所がサン・ファンからマカティに移り，独立した���の建

物の下で，教育，社会･医療サービス，職業リハビリテーション･サービスも

開始された。この１９７０年代は，���の黄金時代ともいえ，１９７６年には，最初

のアジアろう者会議が，フィラム・ライフ（��������	�
�）会館で開催された。

この会議には，世界ろう連盟の当時の連盟長も出席したという（２５）。この会議

を記念して，１０�１７～１０�２０は，フィリピン政府によって，ろう啓発週間とす

る大統領声明が発された。また���の幼稚園･小学校レベルの教育プログラ

ムが政府の認可を得ている。

　しかしながら，１９７０年代の終わりから１９８０年代初頭にかけて，フィリピン

は，マルコスの独裁下で坂道を転げ落ちるように経済･政治面での不安定化･
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疲弊への道をたどりはじめる。１９７８年から１９７９年にかけて，���は会則を変

更し，非ろう者に理事長職をつとめる権利を公式に与えるとともに当時の新

理事長レナート・スニッコ（��������	�
��）理事長の権限を強化し，特に教

育部門での理事長権限が強化されることとなった。

　このことは，���の教育部門において教員の給料を公立学校並に引き上げ

ることなどの予算上の大きな変化をともなったが，これはフィリピンマクロ

経済の不安定化により���がその収入源としていたルネタ公園におけるコー

ヒー・ショップの売り上げがで落ちていく状況のなか，���にとっては，大

きな負担増の原因となっていった。���の運営するろう学校の生徒の親が理

事会に入っていたことにより，教育部門の優先化が���財政のますますの悪

化を招いた。こうして，���の財政委員会からの承認を得た形で���に残さ

れていた資金がフィルファイナンス社（�����������	
����）を通じて資本市場に

投下されることとなった。フィルファイナンス社は，これをデルタ・モーター

ズ社（����������	
���	��）（２６）に投下したとされている。

　１９８４年から１９８６年にかけては，この投下資本の回収のため���が経営悪化

したデルタ・モーターズ社からトヨタの部品を販売のために預かっていたこ

ともあるという。一部の資金はこうして回収できたものの，投下した資金の

多くは最終的には���の名前では回収できないままに終わったという。また

最後にフィリピン・アイランズ銀行（���������	
�
��
�
��������）に残っていた

���の資産もこの時期，３年間ほどの間に���の運営するろう学校の教員へ

の給与支払いのために１９８７年には底をついてしまった（２７）。

　このほか，８０年代にあった大きなろうコミュニティにかかわる事件として，

手話通訳者の団体が分離独立して，フィリピン手話通訳協会（������������	��

��������	
�	�
����������	�
�	���	������������	
��）を設立したことがある（２８）。１９８８

年には，���は，くじ販売を資金源とするほか，募金を募っており，かつて

の自立的な経営体とは異なる，慈善に依存する団体になっていった。１９７６年

頃まで年間１０ペソの会費も徴収されていたが，国内経済の悪化とともにそう

したこともできなくなってきた。
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　しかしそうした積極的な活動が難しくなったなかでも���は，ザステク・

フィリピンズ社（��������	�
�
��

��）（２９）というコンピュータ関連企業と組んで

２０人ほどの高卒レベルのろう者の���によるコンピュータへのデータ入力ト

レーニングを実現させた。また，１９９１年にはマシュー・ブリル（���������	
��）

というユダヤ系アメリカ人とホライズン・イースト・ファッション社（��������

����������	�）（３０）を共同事業の形で起こした。ブリルはこのろう者への雇用機

会を創り出した功績で，フィリピン大統領府によるマビニ・リハビリテーショ

ン賞というフィリピンでも最も有名な社会福祉部門の賞を受賞している。し

かし，ブリルのこの会社もマクロ経済悪化のなか，４年ほどしか存続しえな

かった。最後にほぼ同じ頃，ファー・イースト銀行（�����������	
��	����
���

��������	
��
�）（３１）が設立したベター・チャンス・ファー・イースト基金

（�����������	
����	��
	������
�	���
）が���の協力のもとにろう者２０人を採用

して，やはり���による銀行関連業務の職業訓練を行っている（３２）。しかし，

最後の試みも本体の�����の内部不祥事（３３）のため，訓練クラスの閉鎖のやむ

なきに至っている。ただ，この�����の事業では，聴者の管理職へのろうの

従業員とのコミュニケーションのための手話訓練をろう従業員へのトレーニ

ングとあわせて行っており，���という当事者団体がかかわったものとして，

それまでにはないトレーニングであったことが指摘されている（３４）。

　また���については，残された記録によれば，１９８９－９０年の���の会員数

は，ろう者会員４８７名，聴者会員２７６名となっている。筆者が初めてフィリピ

ンを訪れた８０年代末当時の���は，ろう団体組織としては，ほぼ崩壊状態で，

わずかに���の建物のなかでろう学校が全学年ひとつのクラスで運営されて

いるという状況であった。���は，１９９９年には実質的に活動を停止し，ろう

学校も２００４年には閉鎖されている（３５）。
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第９節　���の設立――新たな時代へ――

　そうしたなか，小林［１９９９］でも記されているようにカトリック系（３６）のろ

うの宣教者団体である���（３７）のメンバーを中心に，フィリピンろうあ連盟

（���）が，新たなろう者の団体として１９９７年に再建されるに至った。この

���は，その後，日本の聴覚障害者の当事者団体である全日本ろうあ連盟か

らの指導もあり，���からの独立も果たし，現在，多くの２０歳代から３０歳代

の若いリーダー（３８）をそのなかに抱えている。また海外からの支援という意

味では，日本の青年海外協力隊のイギリス版である���（３９）が���の事業を側

面から支援するために，イギリス人ろう青年を派遣してきた。彼らの支援に

より，全フィリピンろうスポーツ大会が一度，開催されたが，その後，資金

難でスポーツを通じたろうあ者の当事者運動は頓挫している。���はさらに

引き続き，２００４年まで��������関連の知識普及運動を南部ヴィサヤ諸島地

域を中心に行った（４０）。

　一方，アメリカのろう者のための専門大学であるギャローデット大学大学

院で手話言語学を学んでフィリピンに帰国した聴者のリーザ・マルティネス

（����������	
�）博士が，こうしたフィリピンのろう社会のリーダーたちとと

もに手を携えながら（４１），長い年月をかけてまとめてきたフィリピン手話の研

究が，日本大使館の草の根���という資金援助を得て（４２），４分冊からなる本

になってまとまった（����［２００５］）。これはフィリピンろう社会にとってこ

こ数年のもっとも大きなニュースであろう。聴者の研究者からの最大限の援

助をもとにしたろう者の社会の力の結集であるこの本をもとに���と同博士

はフィリピン各地で，フィリピン手話への正しい理解を求めてのワーク

ショップを開催した。このワークショップには，各地域のろう者はもちろん

のこと，ろう教育関係者やろうの子どもをもつ親など大勢が詰め掛け，その

成果からそれぞれにとって必要なものを学び取ろうとしているという。フィ

リピンのろう社会の未来に向けて同書が果たす意味は大変に大きい。
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　こうした手話言語のフィリピン一般社会での認知は，日本における聴覚障

害者の社会的地位の向上が手話の社会的認知なくしてありえなかったことと

同様に，フィリピンにおいても大きな役割を果たしている。また���は現在，

十数人のスタッフを抱えているが，その多くは，海外からの支援プロジェク

トによって生計をパート・タイム労働の形で支えており，経済的基盤が確立

できたという状況にはまだ遠い。それでも若いスタッフたちは，職業リハビ

リテーションや日常のカウンセリングを含めた，ろう者のエンパワメントに

つながる活動を互いに協力しながら行っている。またフィリピンのろう社会

を組織化するという���の事業は，今なお，道半ばというところである。

おわりに

　以上，フィリピンのろう者の歴史とマニラを中心としたろう教育の歴史を

振り返りながら，���と���という２つのろう者のコミュニティのフォーマ

ルな団体の成立と興亡・復活の歴史を見てきた。フィリピンでは，これらの

団体の資料が散逸していることもあり，必ずしもまだ十分な歴史記述にはな

りえていない部分がある。現地でのフィリピン手話によるインタビューなど

を経ながら，欠落した部分を埋めていく作業は決して容易いものではなかっ

た。しかし，こうした歴史の記述のなかで諸外国との関係，またマクロ経済

の動きといった大きな動きに翻弄されながらも，社会との統合と自立に向け

て，前進への努力を続けてきたフィリピンのろう者の姿を描くことができた

であろうか。���の崩壊については，その創立期には，ろう者が主体となっ

ていた活動が，社会との統合やマルコス政権との接点などが強まるにつれて，

聴者の理事長を迎え入れるようになるとともにフィリピンのマクロ経済の悪

化の影響をより直接に受けざるを得なくなってしまったという皮肉がある。

聴者からの助力によるエンパワメントは短期的には成功したが，それによっ

て拡大した当事者団体の組織や運営はそれだけ全体的なフィリピンの状況，
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またフィリピンが受けた外的ショックの影響を受けやすい存在になっていた

ということであろう。だからといって，こうした聴者との関係を否定的なも

のとみてろう者だけで運営していれば大丈夫だったのかということになると

答えはそう容易ではない。かつてアジア通貨危機の際にフィリピン経済が

被ったネガティブな影響が小さかったのは，フィリピンがタイなどと比べて

そう大きく発展していなかったからだという議論があるが，それと同じで，

ろう者のみに閉じた小さい集団であれば影響は小さかったかもしれない。し

かしそれは同時に当事者団体の活動が小さく制約されていることを意味し，

���がかつて提供していたような幼稚園レベルから高校レベルまでの耳の聞

こえない子どもたちへの教育サービスや職業訓練サービス，またアジアろう

者会議のような国際的な会議といったものは不可能だったということになろ

う。どのように資金を得ながら障害当事者によるコントロールを保持してい

くかは，開発途上国に限らず当事者団体が共通して抱える問題である。

��������［２００６］は，日本において当事者団体と政府との関係を分析する

なかで，「委託事業」と「天下りを制度的にできなくする障害者限定メンバー

シップ」という独特のシステムが，この障害当事者団体の事業の拡大と当事

者によるコントロールという難しい課題を可能にしたことを指摘している。

フィリピンのような政府に「委託事業」をするための十分な予算がない国で

は，同じような戦略は不可能であったと思われるが，聴者の理事を受け入れ

たりしていく過程のなかでこうした当事者のコントロール保持のための担保

が不足していたことは指摘しなければならない。

　また一方で，ろう者の社会のミクロ的な関係のなかにもクラブ・セオ

リー（４３）として知られるお互いの足の引っ張り合いが，状況の悪化でより深刻

な結果をもたらすという問題があったことも指摘できる。末期症状をもたら

した時期には，たとえば，リーダーシップがあるのではなく，人気のある人

物が理事になるというようなポピュリズム（４４）がみられたこともあるなどの

今後，社会学的見地から再検証しないとならない問題もある。

　開発途上国という条件が障害者コミュニティの一例としてのろう者のコ
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ミュニティにもたらした状況は，現在，この国のろう者の多くが仕事をもた

ない状況にあることとも関連していることはいうまでもない。同時に���の

崩壊は，フィリピンのろう社会そのものの崩壊ではなく，あくまで，当事者

団体というフォーマルな組織の崩壊であったこと，フォーマルな組織が崩壊

してもコミュニティそのものは存続しており，それが次代の���の創設につ

ながっていることも事実である。このことは戦時のさまざまな社会制度の崩

壊を経たあとに���が再建されたことにも現れている。１９８０年代後半から９０

年代にかけてのフィリピン経済暗黒の時代にもそうしたコミュニティは生き

続けてきた。たとえ仕事も所得もなくても生きる支えとなるコミュニティは，

ろう者の場合，根強く残ってきた。

　しかし，同時にコミュニティの存続は必ずしも障害当事者の生活の向上を

もたらさないことも事実である。彼らの生活の向上のためには，そうしたコ

ミュニティをメインストリーミングの世界に連れ出す取り組みとそのための

エンパワメントが同時に必要である。先進国でみられる当事者団体の運動や

本書８章で述べられているような自立生活運動は，そうした取り組みのひと

つである。自立生活運動によって達成されてきた障害者の生活や権利の向上

は，当事者団体というフォーマルな組織，さまざまなレベルの政府や非障害

者（聴者）の団体との間での交渉を可能にするような制度なくしては難しい。

　この意味で，障害当事者の運動は，コミュニティを推進力として必要とす

ると同時に非障害者世界と障害者世界の間での交渉，また両世界での啓発に

取り組む組織を必要とする。しかし，本章のフィリピンでの事例でも明らか

になったように，その実現の前に立ちはだかる課題は当該国全体の受ける外

的ショックをはじめとして数多い。「障害と開発」の基本的なアプローチとし

て，「メインストリーミング」と「エンパワメント」があることは，本章第１

章で述べた通りであるが，そこに至るまでに必要な諸条件，必要な支援のあ

り方をこうしたろう者の当事者のコミュニティの活動の現実の歴史から学ん

でいく必要がある。
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〔注〕―――――――――――――――

�　フィリピーノ語は，ピリピノ（��������）語ともよばれるが，これはタガログ

では，�と�の音の区別がないためである。またフィリピン憲法はフィリピン政

府機関のフィリピーノ語化をうたっているが，フィリピン憲法自体は英語で書

かれている。こうしたフィリピーノ語化は，たとえば中央銀行ではかつての

��������	
���	��	�
�	�
���������という英語表記に代わって，���������	
������

���������という表記が公文書で用いられるようになるなど一部の政府機関では

進んでいる。またろう者にかかわる部分では，教育省の政策・ガイドラインで，

フィリピンのろう教育ではフィリピン手話（�����������	��
��	��	
）を用いる

ことととなっていることにわれわれは注目しなければならない。ここで用い

られている語が，“��������”とフィリピーノ語の表記になっているが，これは

逆にいえば，政府が考えている手話のイメージが，ろう者の社会にとっては

フィリピーノ語のイメージと重なっていることを意味する。さらに付け加え

ておかなければならないことに，本論文ではくわしく触れないが，フィリピン

ろう学校等で教師によって用いられているフィリピン手話は，���との区別が

意識されていない英語語順の手話である。すなわち，政府によって国民が使う

べきとされている語（音声モーダリティの言語である��������）のイメージと，

フィリピン社会一般でフィリピーノ語がけっして一般的な言語ではないとい

う状況と，やはり政府によってろう教育のなかで使われるべきとされている語

（手話モーダリティの言語である�����������	�
�	����
）とろう社会で用いられ

ているフィリピン手話（�����������	��
��	��	
，この表記が実際にはフィリピ

ンろう社会では受け入れられている）とが異なっていることが比喩的に重なり

合っているのである。

�　さらに小さいコミュニティもあり，それらの政治的単位として最も小さいも

のは，バランガイとよばれている。バランガイは選挙の際の集票単位でもある。

�　２０００年の国勢調査の結果によれば，タガログ語話者の数は，全体の４分の１

以上の２８�１５％を占め，次いで，セブアノ語の１３�１４％，イロカノ語の９�０７％の順

となっている。このほかには，ヒリガイノン，ビコラノ，ワライ，パンパンガ

ン，パンガシナンとよばれる言語があり，８大言語グループとなっている。そ

れ以外にもイスラム系や山岳の少数民族など多くの言語集団がある。

�　こうした近代日本語の成立史については多くの文献がある。たとえば，イ

［１９９６］など。

�　マニラの中央に位置する東京でいえば日比谷公園のような市民のオアシス

的公園。正式名称は，���������	だが，現在もこの旧称でよぶ人が多い。

�　４年に一度開かれる世界ろうあ連盟加盟団体会員の国際会議。世界ろうあ

連盟は国連の総会にオブザーバー参加を許されている国際���のひとつであ

り，２００６年に国連総会で成立した障害者の権利条約（本書第４章を参照）にあ
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たっても積極的な役割を果たしてきた。

�　１８９８年４月，アメリカ軍の対スペイン公式宣戦布告のあと，８月にスペイン

が降伏したことによって，１２月に締結されたパリ条約によりフィリピンがアメ

リカのアジアにおける植民地となった。フィリピン側に何の相談もなく行わ

れたこうした経緯，またアメリカによる裏切りへの抗議は翌１９９９年，比米戦争

が勃発した。アギナルドの４月の降伏まで続いたが，その後も２００６年頃まで各

地でゲリラ的な反米・反植民地行動が続いた。

�　��������������	
���
�１００���������	
���������
（２００６年１２月１８日閲覧）�

�　同女史は，１８８８年生まれ。両親はともにろう者で，このろうの両親もマニラ

のろう･盲学校で教えたとされている。彼女の父親，チャールズ・�・ライス

（��������	
���
�）氏はこのろう学校で教えたことがはっきりしている。ライ

ス女史の兄弟であるチャールズ・フリーマン・ライス（��������	���
����
��）

氏は，第１次世界大戦の間，アメリカ海軍の潜水艦乗務についており，もうひ

とりの兄弟パーシィ・�・ライス（���������	
��）氏は，１９６４年に亡くなって

いる。ライス女史は，オハイオ州コロンバスにあるオハイオろう学校のろう盲

のクラスで教鞭をとったことがあった。女史がマニラに到着したのは，１９０７年

の６月である。アメリカに１９２３年に戻ったあと，彼女はカリフォルニアろう学

校バークレー校で教え，１９４９年にこのバークレー校の視覚･聴覚・口話保持部

門の担当部長で引退した。女史はまた，ロサンジェルスで聴者のためのプログ

ラムを設立するのにも貢献し，ストックトン（��������）のパシフィック大学

でも教えた。１９５５年にギャローデット大学は，女史に名誉教育学博士号を授与

している。女史が亡くなったのは，１９６４年１０月９日で，葬儀はバークレイ・ヒ

ルズ教会でジャック・フィネガン（���������	
��）牧師の司式で行われ，オハ

イオ州センターバーグ（����������）に葬られた。ライス女史がフィリピンを

１９２３年に発ったとき，彼女は２人のろうの男の子をともなった。ひとりは，レ

スター・ナフタリー（���������	��
�）で，のちに結婚。もうひとりはベルナル

ド・クエンコ（���������	
�����）で，ライス女史と彼女の死まで一緒に暮ら

し，その後もバークレーに住んだ。

�　当時の学校の状況については，記録があまり残っておらず，残っているもの

も書籍，設備等と同様，第２次大戦の間に破壊されてしまっている。ここに出

てくる情報は，戦争をくぐり抜けた刊行資料によるものであるが，ろうと盲で，

それぞれ状況がどうであったかということまではわからない。

�　アメリカのワシントン��にあるろう者のための専門大学。世界中のろう社

会のリーダーを輩出していることで知られる。１８６４年米国議会によって大学

として承認。

�　彼のように，のちにろう学校の教師になった卒業生の数は明らかではないが，

ごく少なかっただろう。１９２１年には，７人の教師のうち３人がろうであったと
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いう記録がある。この３人は，おそらくペドロ・サントスとライス女史の両親

と思われる。１９３４年と１９３５年の公式報告では，特にろうの先生がひとりもいな

いことが指摘されている。後年，教師以外の職種のスタッフでろう者が雇用さ

れている。

�　工業デザインの教師，ペドロ・ファマティーガ（��������	�
���）がこの団

の最初の隊長（��������	�
�）かつ，最初のフィリピン人の隊長であった。ファ

マティーガは，フィリピン人で最初にワシ章（ボーイスカウトの最高階級章で

もっとも栄誉ある章）を取ったスカウトでもあった。休暇のあとマニラに戻っ

た１９２６年の６月，小さなボートが台風で浸水して，夫人，幼い子どもとともに

溺死した。夫人のマリアもまたこの学校で教えていた。ガールスカウトの団

も数年後，フィリピンで最初のフィリピン人ガールスカウトとしてタイラ・�・

ウェストリング（���������	
��
��）によって創設されている。

�　１９１３年のフィリピン委員会報告（���������	��
�	������
����������������）

によれば，フィリピンにおけるろう，盲，ろう盲の子どもたちの数について，

以下のような調査結果が載っている（ただし年齢の状況はわからない）。

　　　　　　　��男子　　　　�女子　　　　��合計数

　　　盲　　　４�４８４人　　　４�１８３人　　　　８�６６７人

　　　ろう　　２�２３１人　　　１�５０５人　　　　３�７３６人

　　　ろう盲　３�１２７人　　　２�３４６人　　　　５�４７３人

�　法律的な観点からは，フィリピンは１９３５年のコモンウェルス政府の樹立まで

は，選挙で選ばれたフィリピン人議会とアメリカ大統領によって任命されたア

メリカ人のフィリピン総督によって統治されていた。このフィリピン総督は，

議会に対する拒否権を有していた。また任命されたフィリピン人とさまざま

な政府部署の庁であるアメリカ人によって成り立つ委員会（����������）が

その諮問機関となっていた。

�　アメリカの占領期および１９５０年代までは，ペソは１ドル２ペソに固定されて

いた。現在のペソのレートは，（２００７年１月１２日現在，１ペソ＝０�０２ドル＝２�４５

円）。

�　この頃には，アメリカの公務員や教師は退職することを勧奨されており，こ

れによってフィリピン人がそのあとを継いで，自分たちで管理をしていく経験

を積めるような制度となっていた。１９１３年には，フィリピン全域で８３６０人の教

師のうち，７９６９人がフィリピン人であった。１９１９年には，アメリカ人教師は３５６

人を数えるのみになっていた。一般的にはこうした傾向があったが，ろう・盲

学校については，アメリカ人の校長，アメリカ人教師数人がいるという状況が

２０年間続いた。

�　マニラ湾近辺に住むろう者を中心に設立。サンパロックのジピット（������）

通りがその創設の場所である。
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�　混合指導法とは，ろう児に音声言語をそのまま教える口話法と手話法とを併

用する方法である。一般的には，トータル・コミュニケーションとよばれる考

え方にもとづくが，音声言語である英語を発しながら教えるため，言語的には

（文法面）音声言語で，視覚モードでの教育になることが多い。

�　１９４１年の第２次大戦勃発の翌年１月，日本軍はマニラに入城。ケソン大統領，

マッカーサー司令官のコレヒドール島にたてこもっての抵抗にもかかわらず，

同月，日本軍は軍政を宣布，１９４３年１０月の独立まで１年９ヶ月間，フィリピン

を軍政統治下においた。ただし，この４３年の第２フィリピン共和国（ホセ・ラ

ウレル大統領）の独立後も実質的に軍政は続き，日本の敗戦まで続いた。

�　こうした実情もフィリピンにおける戦前のろう教育についてのデータが散

逸してしまっていることの原因となっている。本章での基礎データも戦前の

ものについての多くは，ライス女史によるものや米国ギャローデット大学に収

蔵されている資料に頼っている。

�　同女史は，１９６２年の３月まで滞在した。

�　フィリピンの伝統的コンビニエンス・ストア。食料品から雑貨までいろいろ

と取りそろえている。多くは民家の一部を仕切った簡単な店舗である。フィ

リピンでは，マニラ首都圏の都市部ではだんだんみられなくなってきているが，

都市に近い郊外にいくとまだたくさん残っている。

�　フィリピンでは，法人格の申請先機関は，証券取引委員会（���）である。

�　同会議には，日本からも日本の聴覚障害者の最大の当事者団体である（財）

全日本ろうあ連盟の事務局長を始め，１０人弱からなる代表団が参加している。

�　同社は，フィリピンに最初にトヨタ自動車が進出したときの現地側パート

ナーでトヨタ車を現地で組み立て生産した企業である。この後，トヨタはフィ

リピン経済の悪化のなかで一度撤退して，８０年代後半になって再度進出してい

る。

�　２００６年１０月にマニラで筆者が行った旧���のろう関係者であるラファエリ

ト・アバット（���������	
���）氏へのインタビューによる。

�　しかし，この����は，ろう者の信頼を得るという基本的な部分で失敗をし

ている。これについては，小林［１９９９］を参照。

�　������，のち�����に移転。豪州系資本。のちに華僑系資本に買収されたあ

と，���テクノロジーズ社（��������	
�
�
��）の傘下に。���社は，現在も��

サービスを行っている。

�　この企業が行っていたのは，いわゆるハンド・クラフト製品の製造であり，

色つきの粘土を加工してアクセサリーを製造していた。非熟練労働に分類さ

れるもので，技術の程度も低く，ここで身につけた技術がその後，活かされた

という記録はない。

�　同社は，１９６０年ジョボ・フェルナンデス（���������	�
��）によってマニラ

312



のイントラムロスにある当時の新貿易センター（のちに�����ビルと改名）に

設立された銀行。２０００年に現在のアヤラ財閥系の銀行フィリピンアイランズ

銀行とフィリピン銀行史上最大といわれる合併をして現在はない。

�　マニラでの２００６年１０月の元従業員への聞き取りによれば，ろう者にあてがわ

れた仕事は紙幣の仕分けという非熟練労働であったという。

�　注（３３）と同じソースによれば，同社のこの職業訓練は，契約社員ないし正

社員になる可能性を大卒者にも認めないという実情であったようで，１９９３年に

同社が従業員に給与明細を出していないということを理由にフィリピン全国

労働委員会への申し立てが障害当事者の団体カンピ（�����）を通じて出された。

しかし，労働雇用省がこれを受理せず，その後最高裁にまで持ち込まれ，２００１

年にろう者の申し立て側が勝訴するという事態も発生した。

�　注（２８）参照。

�　注（２８）と同様の聞き取りによる。

�　よく知られているようにフィリピンはカトリックが２００１年の数字で８２�５８％

（カトリック中央協議会『カトペディア２００４』）と圧倒的多数を占めるアジアの

カトリック大国である。日本でよくいわれる「政教分離」は，この国では意味

をなさず，大統領府も教会の意向を無視することはできない。宗教団体から独

立した形での活動を強いることは，日本の聴覚障害当事者の権利擁護運動であ

るろうあ運動ではごく当然のことであるが，フィリピンの状況下では，かなり

難しい部分がある。フィリピンの宗教は，残る部分は約１０％がそれ以外のキリ

スト教系（プロテスタントとフィリピン独立教会），約５％が南部に主として

いるイスラム教徒である。

�　カトリックろう宣教者会（��������	
�����
�	��	����	������），１９８９年にマニ

ラで設立された���，カトリック教会の支援を得て，フィリピン国内のろう者

への宣教共同体として作られた。しかし，組織的なろう団体がすべて崩壊した

８０年代末以降���ができるまでの間，唯一，有能なろうリーダーの生活を支え，

���ができる時の基礎を提供した団体。事務所はマニラ首都圏のケソン・シ

ティにある。現在は布教活動のほか，貧困者支援，聴覚障害者のメンタル支援

（カウンセリング）などを行っている。

�　そうしたリーダー（理事および会長）のなかには，国際協力機構（����）か

ら�全日本ろうあ連盟が委託を受けて実施しているアジアろう者リーダー研

修事業（「ろう者のための指導者（アジア･太平洋諸国）事業」）や清掃・レジャー

用品のレンタルやミスター･ドーナッツで知られるダスキンによる同様の事業

（「ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業」）に参加して，日本のろ

うあ運動について学んだメンバーが多く，また年齢も２０～３０代と若い。

�　������������	
�
���
��

�　わが国では，まだろう青年のこうした開発途上国での支援の例は少ない。ア
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フリカのザンビアのろう学校での支援に参加した和歌山ろう学校教諭（２００５年

帰国）の例が知られている。ろう団体の活動のような障害当事者団体の支援の

例は，候補者の条件と現地の要望とのマッチングの問題等などがあり，長年の

課題となっていたが，２００６年末にはじめてマレーシアにおいて手話の講師養成

と手話通訳養成の分野で青年海外協力隊の短期派遣の枠組みで実現した。イ

ギリスの例に学びながら，日本でもこうした途上国支援に日本のろう青年が参

加する枠組みが今後も増えていくことを期待したい。

�　このフィリピン手話の研究にかかわる活動は，フィリピンろうリソース・セ

ンター（�����������	�
����
������������）という���とは独立した団体が行っ

ている。この団体については，以下のウェブ・ページが情報を提供している。

��������������	
��
��������

�　同書がなるにあたっては，日本手話学会，またフィリピン駐在����短期専門

家，日本大使館の草の根���担当官等の協力が非常に大きかった。こうした

フィリピンろう者の理解につながる本の出版に日本の援助が役に立ったこと，

その意味は大きい。

�　��������	�
。米国のろう社会でもいわれるいい方であり，米国の影響を受

けたフィリピンろう社会でもよく言及されるいい方である。とらえられたカ

ニが小さな入れ物のなかから抜け出そうとしてもほかのカニがそれを邪魔し

て，結局，どのカニも抜け出すことができず，皆，食材として煮られてしまう

といった状況を指す。おそらく，ろう者に限らず，マイノリティ集団に共通す

る現象であると思われる。

�　コミュニティ自体の発展よりも，たとえば理事の数を増員して，その理事に

協会の収入に見合わない報酬を高く出すような，フォーマルな協会の崩壊を早

めることが行われたと指摘する声もある（２００６年１０月にマニラで行われた筆者

による旧���会員へのインタビューによる）。
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